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社長COOの富永満之です。

本日はご多用のなか、ご参加いただき、誠にありがとうございます。

2026年は、中期経営計画の最終年度として、アシックスにとって非常に重要な一年

となりますが、第1四半期は、そのスタートとして好調な立ち上がりとなりました。

詳細は後ほどご説明しますが、業績は前年を大きく上回る水準で推移しており、

これまで積み上げてきたブランド力やオペレーション改革の成果が、

しっかりと反映された結果であると受け止めています。

また、今年掲げる「Year of ASIA」のもと、成長著しいアジア市場での取り組みも

着実に動き出しています。

加えて、OneASICSを軸としたランニングエコシステムの拡大、そしてサプライ

チェーンを含むオペレーション改善についても、中長期的な成長に向けた重要な施策

として、順調に進捗しています。

一方で、地政学リスクなど、グローバル環境には引き続き

不透明さもあります。そのような状況下においても、変化に迅速かつ柔軟に

対応しながら、持続的な成長に向けて着実に取り組んでいきます。

本日は、第1四半期の結果をご説明するとともに、2026年の力強いスタートを

支える各種取組みを通じて、アシックスブランドがグローバルで好調を

維持している現状について、皆さまと共有させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。
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こちらは連結の損益計算書となります。

詳細は次ページにてご説明します。
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202６年12月期第１四半期決算のサマリーです。

全カテゴリー、全地域で増収増益を達成。

売上高、各段階利益は四半期期間として過去最高を更新しました。

連結売上高は2,702億円。前年同期比で約30%のプラス成長となりました。

粗利益率については、前年同期にはなかった米国関税のマイナス影響を受けましたが、

増収の効果が大きく、営業利益は大幅増益、

営業利益率は２２.５%と前年同期から向上しました。

カテゴリー別では、特にスポーツスタイルが約７０％のプラス成長、

オニツカタイガーも約3４％の増収となり、力強い成長を継続しています。

いずれもカテゴリー利益率は前年同期からさらに上昇しています。



© 2025 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
5

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

•

•

•

地域ごとの業績です。

全地域で増収増益を達成しました。

特に、インバウンドが好調なアシックスジャパンや、

スポーツスタイル・オニツカタイガーが大幅増収となった欧州において

営業利益率が上昇しました。

Year of ASIAの本年、東南・南アジアにおいても約３５％の増収となり、

力強い成長が継続。

営業利益率もさらに良化しています。

続いて、在庫効率です。

棚卸資産は、2026年春夏シーズンの在庫が順調に消化されており、

前期比末で8１億円減少しました。
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2026年12月期 連結業績予想です。

足元の業績は順調に推移しており、

中東情勢に起因する業績への重要な影響は現時点では想定しておりません。

一方で、世界情勢の先行きは依然として不透明な状況が

続いていることを慎重に考慮し、

2026年２月13日に公表した連結業績予想を据え置いています。
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今年に入って開催された主要なマラソン大会の状況です。

各地で引き続き高いシェアを獲得しています。

ムンバイや東京、大阪では30％台半ばのトップシェア、パリでもNo.1となっています。

３月に開催された「アシックスロサンゼルスマラソン」は、私も現地で観戦しました。

スターターやフィニッシュテープの役割を通じて、大会の熱量を肌で感じることができました。

男女ともにアシックス契約アスリートが優勝する素晴らしい結果となり、

男子のNathan Martin（ネイサン・マーティン）選手がラストスパートで

トップの選手を追い抜き、0.01秒差で見事に優勝。

最後まで粘り強く競り勝つ姿には大きな感動を覚えました。

女子においても、Priscah Cherono（プリスコ・チェロノ）選手が終始レースをリードし、

2位と圧倒的な差をつけて優勝を果たしました。

続く4月のボストンでは、男子のJohn Korir（ジョン・コリル）選手が２連覇を達成。

また、男女それぞれで２位を獲得し、

METASPEEDシリーズを着用した契約アスリートが大活躍しています。
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トップアスリートに寄り添った ものづくりも、さらに強化します。

新たに、トップアスリート向けシューズの製造を担う

「ASICS TECHNICAL LAB（アシックステクニカルラボ）」を、

兵庫県神戸市に開設します。

これまでつちかってきた技術や知見を、

より高いレベルでアスリートに還元するとともに、

スピーディーな検証と改良を通じて、

より高付加価値なプロダクトを、より早くお客さまにお届けできる体制を構築し、

イノベーション創出を加速してまいります。
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デジタルに関する取組みです。

EC売上高及びアシックス独自の会員プログラムであるOneASICSの会員数は、

各地域で順調に増加しています。

タイトルスポンサーを務めた「アシックスロサンゼルスマラソン」では、

ランニングエコシステム推進の一環として、コミュニティ活性化と

OneASICS会員基盤の拡大を図りました。

具体的には、 OneASICS会員向けに出走権・航空券・ホテル宿泊券や

限定ノベルティが当たる抽選企画の他、大会前日のグループラン等の

体験型アクティベーションを提供しました。

加えて、国際女性デーに合わせた女性ランナーのコミュニティ形成・

トレーニング支援プログラム「LA100 Women（エルエーワンハンドレッドウィメン）」では、

5,000人超の応募から選ばれた100名限定で、オンラインでのトレーニングや栄養指導等の

包括的なサポートを実施しました。

参加したランナーからは「初めてのフルマラソンへの挑戦だったが、プログラム初日からレース

当日まで、100名のメンバーと共に走ることができて心強かった。」「プログラムを通じてラン

ニングへの自信が格段に高まった」といった声をいただきました。

引き続き、レース登録から完走後まで、ランナージャーニー全体をサポートすることで、

体験価値を向上させてまいります。

私からの説明は以上となります。

続いて、決算の詳細につきまして小林よりご説明します。



© 2022 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
10

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

10



© 2025 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
11

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

11

小林でございます。

こちらは連結損益計算書となります。

連結売上高は2,702億円と、前年同期比６１９億円の増収。

売上総利益率は、米国関税の影響を受け、

前年同期から１．２ポイントマイナスの５４．６％となりました。

販管費は、868億円と前年同期比で150億円増加しましたが、

増収率の範囲内でコントロールしております。

その結果、営業利益は６０７億円で前年同期比162億円の増益、

営業利益率も１．１ポイントプラスの２２．５％となりました。
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販管費の状況です。

販管費率は32.1％となりました。

期初計画比では、増収に加え、広告宣伝費における施策実行時期の調整もあり、

販管費率は低下しました。

前年同期比でも、人的資本投資の強化に伴う人件費増や、

広告宣伝費、売上連動コストの増加がありましたが、

増収に伴い、販管費率は低下しました。
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カテゴリー別売上高です。

パフォーマンスランニングでは、特に欧州、東南・南アジアで好調に推移し、大幅増収。

また、スポーツスタイル、オニツカタイガーは全地域で増収となり、

強いモメンタムを継続しています。
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カテゴリー別の営業利益内訳です。

全カテゴリーで増益。

特にスポーツスタイルはプラス約７６％、オニツカタイガーはプラス４５％の大幅増益となり、

いずれも30％以上の高い利益率を維持しています。

カテゴリーごとの詳細については後程ご説明します。
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本社経費をはじめとするカテゴリー外コストについては、

前年同期比２０．９％の増加となりましたが、

増収率２９．７％の範囲内でコントロールしています。
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パフォーマンスランニングです。

売上高は１，１６７億円で、前年同期比約１９％の増収となりました。

為替影響を除いても１０％のプラスとなり、各地域で堅調に成長を続けています。

特に、東南・南アジアでは３０％を超える増収となりました。

また、米国で注力しているランニング専門店向けの売上は約３４％増加しました。

粗利益率は、主に米国関税の影響により、０.５ポイントマイナスの5２.４%。

カテゴリー利益率は、米国関税の影響に加えて、主に欧州での広告宣伝費の増加により

マイナス１．３ポイントとなりましたが、引き続き2５%以上の高水準を維持しています。
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パフォーマンスランニングの商品ラインナップです。

今年2月に発売したSUPERBLAST 3や

引き続き販売が好調なNOVABLAST 5を中心に、

スライド中央のBOUNCEモデルが成長を牽引しています。

第２四半期以降も、STABILITY、CUSHION、BOUNCE、TRAILモデル等

においてイノベーティブな新商品を順次発売する予定です。



© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
19

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

•

•

•

•

19

コアパフォーマンススポーツです。

売上高は３０５億円で、前年同期から二桁の増収となりました。

テニス、バレーボール、インドアスポーツが引き続き好調に推移しています。

粗利益率は、チャネルミックスの変化や米国関税の影響等があったものの、

カテゴリー利益は欧州、中華圏、東南・南アジアを中心に増益となり、

カテゴリー利益率も良化しています。
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アパレルです。

欧州ではランニングアパレルが引き続き好調で大幅増収、

加えて中華圏、オセアニアでも大きく成長し、

全体で為替影響を除いて約３０％のプラス成長となりました。

商品価格の適正化や高付加価値商品への注力、

増収による経費効率の改善が寄与し、

カテゴリー利益率は２０%を超え、前年同期からさらに良化しています。
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スポーツスタイルです。

全地域で力強い成長が持続しており、

売上高は５９６億円、為替影響を除いて約５６％の増収となりました。

粗利益率は、前年同期比０．６ポイントマイナスの５０．１％となったものの、

欧米での増収により、カテゴリー利益は増益。

カテゴリー利益率は前年同期からさらに伸長し、

３２．９％となっています。
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スポーツスタイルのプロダクトポートフォリオです。

スライド中央のVINTAGE TECH、その左側のMODERNサイロが好調で、

成長をけん引しています。

アパレルコレクションを活用したスタイリング提案や

コラボレーションによる製品訴求・新顧客の取り込みを実施しながら、

秋冬シーズンに向けて引き続き多様な新製品を投入予定です。
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オニツカタイガーです。

売上高は為替影響を除いて前年同期比プラス２９％の３７８億円でした。

日本におけるインバウンド売上高は第1四半期として過去最高の112億円となり、

引き続き好調に推移しています。

粗利益率は７４．７％、カテゴリー利益率は３９．６％で、

いずれも高水準を維持しています。

2026年夏には、日本に大型旗艦店の新規オープンを予定しています。

今後の出店においても、プレミアムブランド体験の提供を最優先とし、

ロケーションを厳選して進めます。
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最後に、今回から新たに開示しておりますウォーキングカテゴリーについてご説明します。

売上高は43億円で、前年同期から約１６％の増収となりました。

販売はほぼ日本のみですが、インバウンド売上が好調な直営店が成長をけん引しています。

粗利益率については、販売価格適正化を進め、３．８ポイントプラスの５５．９％。

加えて、広告宣伝費等の販管費を適切にコントロールしたことにより、

カテゴリー利益率は９．３ポイント良化し、１７．７％となりました。
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地域別売上高です。

全地域で増収となりました。

特に欧州では、パフォーマンスランニングの堅調な成長を軸に、

スポーツスタイルとオニツカタイガーが大きく伸び、

為替影響を除いて２７％の増収となりました。

中華圏は、リテールでの売上が好調に推移し、

２０％の増収となりました。
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連結営業利益を地域別にお示ししています。

ご覧の通り全地域で増益となりました。

営業利益率について、

アシックスジャパンは、主にオニツカタイガーの大幅増収により

3.2ポイントプラスの３１.7％となりました。

東南・南アジアにおいても、

パフォーマンスランニングとオニツカタイガーが増収となった結果、

営業利益率が１．９ポイント良化し、２６．３％となりました。
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チャネル別売上高です。

全チャネルで増収となっています。

ホールセールは、北米、欧州、東南・南アジアで大きく増加し

為替影響を除いて２５％成長しました。

リテールは、インバウンドが好調なアシックスジャパンに加え、

中華圏、東南・南アジアで増収となり、２３％のプラス。

ECは戦略的な絞り込みを行った北米を除くと、

約１６％の成長となりました。
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４月の連結の売上速報値です。

売上は７９４億円と、

為替影響を除いて前年同月比約１５％のプラスとなりました。

全カテゴリーで成長し、

特にスポーツスタイルは為替影響を除いて６５%超、

オニツカタイガーは３５%を超える増収となりました。

地域別では、アシックスジャパン、東南・南アジアで

３０％近い成長となっております。

特にアシックスジャパンのインバウンド売上は前年同月の４0億円から大きく上回り、

５９億円と、単月として過去最高の更新を見込みます。



© 2022 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
30

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

30



© 2025 ASICS Corporation. All Rights Reserved.
31

© 2026 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

•

•

•

31

バランスシートの状況です。

棚卸資産は前期末から為替影響を除いて98億円減少しましたが、

増収に伴い売掛金等の所要運転資本が増加しました。

また、純利益の順調な積上げにより、自己資本比率は、

前期末比3.1ポイント上昇し、49.4%となりました。
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連結営業キャッシュフローです。

前年同期から145億円減少し、

111億円のキャッシュアウトとなりました。

過去最高の四半期純利益となったものの、

増収に伴う所要運転資本の増加に加え、

前期に過去最高益を計上したことに伴う法人税等の支払が大幅に増加した

影響によるものです。

キャッシュコンバージョンサイクルは前期末と同水準の132日となっています。
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カテゴリー別・主要地域別DIOです。

連結DIOは150日となり、前年同期比で2日長期化しました。

特にインバウンドが好調なアシックスジャパンで、

オニツカタイガーの在庫構成比が大きく増加したことによるものです。

一方で、26年春夏シーズン在庫の順調な消化により

前期末比では2日良化しています。
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ROAです。

これまでご説明しました通り、粗利益率は米国関税の影響を受け悪化しましたが、

販管費コントロールをしっかり実行し、営業利益率は向上。

また、固定資産回転率が良化し、資産効率は向上。

ROAは３０.４%と前年同期から５．９ポイント上昇しました。
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こちらは、IRカレンダーです。

本年11月に、次期中期経営計画の発表を予定しています。

なお、後続のページでは、無形資産やESGに関する取組みをご紹介しています。

お時間のある際にぜひご覧ください。

私からのご説明は以上となります。

ご視聴いただき、ありがとうございました。
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•

•

IPIAGPA ：https://ipiagpa.net/

•
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